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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第108期

第１四半期
連結累計期間

第109期
第１四半期
連結累計期間

第108期

会計期間
自　平成25年４月１日
至　平成25年６月30日

自　平成26年４月１日
至　平成26年６月30日

自　平成25年４月１日
至　平成26年３月31日

売上高 （百万円） 22,407 24,148 93,632

経常利益 （百万円） 1,294 1,156 4,449

四半期（当期）純利益 （百万円） 846 787 2,796

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 2,101 408 5,667

純資産額 （百万円） 50,722 53,527 53,967

総資産額 （百万円） 90,760 97,646 100,997

１株当たり四半期（当期）

純利益金額
（円） 29.81 27.52 98.11

潜在株式調整後１株当たり

四半期（当期）純利益金額
（円） 29.60 27.50 97.84

自己資本比率 （％） 55.2 54.1 52.8

（注）１　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

 

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

に重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間における、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資家の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生、又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等

のリスク」について重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の締結は行われておりません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

 

(1）業績の状況

当第１四半期連結累計期間における世界経済は、タイの政情不安による経済低迷や中国経済の成長減速懸念など

が足枷となる一方、米国を中心とした先進国の景気上昇がリードし、緩やかな成長となりました。

わが国経済は、消費税増税が内需の抑制要因となり成長率が減速しましたが、5.5兆円規模の経済対策の効果も

手伝い、今後緩やかな回復軌道に復すると見込まれております。

自動車市場におきましては、国内では消費税増税の影響により４月に自動車販売台数が減少しましたが、その後

は前年同月並みに回復してきており、海外においても米国市場の回復が継続するなど、堅調に推移いたしました。

このような状況のなかで、「2013－15年度中期経営計画」達成のため、重点課題をプロジェクト化し、全社一丸

となって取り組みを加速させております。

①　売上高

　当第１四半期連結累計期間の売上高は24,148百万円となり、前年同四半期に比べ1,740百万円の増収（前年同

四半期比7.8％増）となりました。

②　営業利益

　当第１四半期連結累計期間の営業利益は1,171百万円となり、前年同四半期に比べ104百万円の増益（前年同四

半期比9.8％増）となりました。

③　経常利益

　当第１四半期連結累計期間の経常利益は1,156百万円となり、前年同四半期に比べ137百万円の減益（前年同四

半期比10.7％減）となりました。

④　四半期純利益

　当第１四半期連結累計期間の四半期純利益は787百万円となり、前年同四半期に比べ59百万円の減益（前年同

四半期比7.0％減）となりました。

 

　セグメントの業績を示しますと、次のとおりであります。

①　自動車部品関連事業

　自動車部品関連事業においては、売上高が20,357百万円となり、前年同四半期に比べ945百万円の増収（前年

同四半期比4.9％増）となりました。

②　自動車製造用設備関連事業

　自動車製造用設備関連事業においては、売上高が3,743百万円となり、前年同四半期に比べ797百万円の増収

（前年同四半期比27.1％増）となりました。
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(2）財政状態の分析

①　流動資産

　当第１四半期連結会計期間末における流動資産は46,440百万円であり、前連結会計年度末に比べ3,495百万円

減少しております。現金及び預金の4,277百万円の減少、電子記録債権の288百万円の増加、繰延税金資産の211

百万円の増加、たな卸資産の155百万円の増加が主な要因であります。

②　固定資産

　当第１四半期連結会計期間末における固定資産は51,206百万円であり、前連結会計年度末に比べ144百万円増

加しております。建物及び構築物の1,153百万円の増加、機械装置及び運搬具の310百万円の増加、投資有価証券

の131百万円の増加、建設仮勘定の1,505百万円の減少が主な要因であります。

③　流動負債

　当第１四半期連結会計期間末における流動負債は24,688百万円であり、前連結会計年度末に比べ3,789百万円

減少しております。１年内返済予定の長期借入金の4,525百万円の減少、未払費用の1,211百万円の増加が主な要

因であります。

④　固定負債

　当第１四半期連結会計期間末における固定負債は19,431百万円であり、前連結会計年度末に比べ878百万円増

加しております。退職給付に係る負債の628百万円の増加、長期借入金の256百万円の増加が主な要因でありま

す。

⑤　純資産

　当第１四半期連結会計期間末における純資産は53,527百万円であり、前連結会計年度末に比べ440百万円減少

しております。為替換算調整勘定の453百万円の減少、利益剰余金の104百万円の減少、その他有価証券評価差額

金の76百万円の増加が主な要因であります。

 

(3）研究開発活動

　当第１四半期連結累計期間の研究開発費の総額は810百万円であります。

　なお、当第１四半期連結累計期間において当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 48,400,000

計 48,400,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）

（平成26年６月30日）

提出日現在
発行数（株）

（平成26年８月８日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 28,773,657 28,782,657

東京証券取引所

（市場第一部）

名古屋証券取引所

（市場第一部）

単元株式数は100株で

あります。

計 28,773,657 28,782,657 － －

（注）　提出日現在の発行数には、平成26年８月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行

された株式数は、含まれておりません。

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額
（百万円）

資本準備金残
高（百万円）

平成26年４月１日～

平成26年６月30日

（注）

9,800 28,773,657 5 6,445 5 10,075

（注）１　新株予約権の行使による増加であります。

２　平成26年７月１日から平成26年７月31日までの間に、新株予約権の行使により、発行済株式総数が9,000

株、資本金が3百万円及び資本準備金が3百万円増加しております。

 

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成26年６月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式        154,200
－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式     28,583,400 285,834 －

単元未満株式 普通株式         26,257 － －

発行済株式総数 28,763,857 － －

総株主の議決権 － 285,834 －

（注）　当第１四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成26年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

 

②【自己株式等】

平成26年６月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

（自己保有株式）      

大豊工業株式会社
愛知県豊田市緑ケ丘三

丁目65番地
154,200 － 154,200 0.54

計 － 154,200 － 154,200 0.54

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

大豊工業株式会社(E02199)

四半期報告書

 6/18



第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２　監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成26年４月１日から平

成26年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成26年４月１日から平成26年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、あらた監査法人により四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

(1)【四半期連結貸借対照表】

  (単位：百万円)

 
前連結会計年度

(平成26年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成26年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 18,916 14,638

受取手形及び売掛金 16,907 16,945

電子記録債権 2,795 3,084

商品及び製品 2,637 2,590

仕掛品 2,020 2,255

原材料及び貯蔵品 3,893 3,862

繰延税金資産 1,424 1,636

その他 1,540 1,619

貸倒引当金 △200 △192

流動資産合計 49,935 46,440

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 27,096 28,213

減価償却累計額 △16,426 △16,390

建物及び構築物（純額） 10,670 11,823

機械装置及び運搬具 74,561 75,417

減価償却累計額 △60,707 △61,252

機械装置及び運搬具（純額） 13,853 14,164

工具、器具及び備品 15,629 15,814

減価償却累計額 △14,476 △14,609

工具、器具及び備品（純額） 1,152 1,204

土地 13,339 13,321

リース資産 296 296

減価償却累計額 △140 △153

リース資産（純額） 156 143

建設仮勘定 5,109 3,603

有形固定資産合計 44,282 44,261

無形固定資産   

のれん 508 451

リース資産 36 31

その他 914 911

無形固定資産合計 1,459 1,395

投資その他の資産   

投資有価証券 2,840 2,971

繰延税金資産 1,329 1,450

退職給付に係る資産 159 143

その他 1,027 1,021

貸倒引当金 △36 △36

投資その他の資産合計 5,320 5,550

固定資産合計 51,062 51,206

資産合計 100,997 97,646
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  (単位：百万円)

 
前連結会計年度

(平成26年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成26年６月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 12,730 13,339

短期借入金 836 806

1年内返済予定の長期借入金 6,180 1,655

リース債務 64 61

未払費用 4,380 5,591

未払法人税等 1,176 407

役員賞与引当金 169 45

その他 2,939 2,781

流動負債合計 28,477 24,688

固定負債   

長期借入金 16,382 16,639

リース債務 131 117

繰延税金負債 584 602

退職給付に係る負債 958 1,586

役員退職慰労引当金 300 142

資産除去債務 108 108

その他 86 234

固定負債合計 18,552 19,431

負債合計 47,029 44,119

純資産の部   

株主資本   

資本金 6,440 6,445

資本剰余金 9,909 9,914

利益剰余金 35,408 35,303

自己株式 △191 △191

株主資本合計 51,566 51,471

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 942 1,018

為替換算調整勘定 878 425

退職給付に係る調整累計額 △103 △103

その他の包括利益累計額合計 1,717 1,340

新株予約権 41 47

少数株主持分 641 667

純資産合計 53,967 53,527

負債純資産合計 100,997 97,646
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  (単位：百万円)

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年６月30日)

売上高 22,407 24,148

売上原価 18,246 19,704

売上総利益 4,161 4,444

販売費及び一般管理費   

荷造運搬費 242 234

役員報酬 72 75

従業員給料 643 699

賞与 210 235

退職給付費用 64 61

法定福利費 115 125

福利厚生費 131 141

役員退職慰労引当金繰入額 18 17

役員賞与引当金繰入額 38 46

賃借料 52 50

旅費及び交通費 55 77

減価償却費 87 92

研究開発費 840 810

その他 520 603

販売費及び一般管理費合計 3,093 3,272

営業利益 1,067 1,171

営業外収益   

受取利息 7 9

受取配当金 22 32

為替差益 196 －

負ののれん償却額 0 0

持分法による投資利益 15 8

その他 64 46

営業外収益合計 308 97

営業外費用   

支払利息 56 52

為替差損 － 28

固定資産除却損 8 6

その他 15 25

営業外費用合計 81 112

経常利益 1,294 1,156
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  (単位：百万円)

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年６月30日)

特別利益   

固定資産売却益 0 11

特別利益合計 0 11

特別損失   

固定資産除却損 0 35

その他 － 0

特別損失合計 0 35

税金等調整前四半期純利益 1,294 1,132

法人税、住民税及び事業税 632 441

法人税等調整額 △222 △103

法人税等合計 409 337

少数株主損益調整前四半期純利益 885 794

少数株主利益 38 6

四半期純利益 846 787
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  (単位：百万円)

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 885 794

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 203 76

為替換算調整勘定 988 △473

退職給付に係る調整額 － △0

持分法適用会社に対する持分相当額 24 12

その他の包括利益合計 1,216 △385

四半期包括利益 2,101 408

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 2,007 410

少数株主に係る四半期包括利益 93 △1
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【注記事項】

（会計方針の変更）

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下、「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下

「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられ

た定めについて当第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給

付見込額の期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更、割引率の決定方法を残存勤務期間に基づく

割引率から単一の加重平均割引率へ変更しております。

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第１四

半期連結会計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加

減しております。

この結果、当第１四半期連結会計期間の期首の退職給付に係る負債が755百万円増加し、利益剰余金が491百万

円減少しております。また、当第１四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益へ

の影響は軽微であります。

 

（追加情報）

（厚生年金基金の特例解散）

当社が加入する「愛鉄連厚生年金基金」は、平成26年２月21日開催の代議員会で特例解散の方針を決議いたしま

した。同基金の解散に伴い費用の発生が見込まれますが、解散に伴う費用の金額と業績に与える影響につきまして

は、現時点では不確定要素が多く、合理的な見積金額の算定ができません。見積金額が判明した時点で、損失計上

をいたします。

（役員退職慰労引当金）

当社は、平成26年６月12日開催の定時株主総会において、取締役および監査役の退職慰労金制度廃止に伴う打ち

切り支給（支給の時期は各取締役および各監査役の退任時）を決議いたしました。

これに伴い、当第１四半期連結会計期間において、当社の「役員退職慰労引当金」の全額を取崩し、打ち切り支

給額の未払分107百万円を固定負債の「その他」に含めて表示しおります。

なお、一部の国内連結子会社については引き続き役員の退職慰労金の支出に備えるため、役員退職慰労金規定に

基づく期末要支給額を「役員退職慰労引当金」に計上しております。

（退職給付引当金）

当社は、平成26年４月22日開催の常勤役員会において、平成26年６月12日開催の定時株主総会終結の時をもって

執行役員退職慰労金制度の廃止と打ち切り支給（支給の時期は各執行役員の退任時）を決議いたしました。

これに伴い、当第１四半期連結会計期間において、当社の「退職給付引当金」のうち執行役員退職慰労金相当額

を取崩し、打ち切り支給額の未払分42百万円を固定負債の「その他」に含めて表示しております。
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。

　なお、第１四半期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）、のれん

及び負ののれんの償却額は、次のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年６月30日）

減価償却費 1,254百万円 1,358百万円

のれんの償却額 30百万円 35百万円

負ののれんの償却額 △0百万円 △0百万円

 

（株主資本等関係）

前第１四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年６月30日）

１　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月12日

定時株主総会
普通株式 368 13.00 平成25年３月31日 平成25年６月13日 利益剰余金

 

２　基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の

末日後となるもの

　該当事項はありません。

 

当第１四半期連結累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年６月30日）

１　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月12日

定時株主総会
普通株式 400 14.00 平成26年３月31日 平成26年６月13日 利益剰余金

 

２　基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の

末日後となるもの

　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年６月30日）

１　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：百万円）

 報告セグメント

その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額 

自動車部品
関連事業

自動車製造
用設備関連
事業

計

売上高        

外部顧客への売上高 19,412 2,946 22,358 49 22,407 － 22,407

セグメント間の内部売

上高又は振替高
－ 39 39 358 397 △397 －

計 19,412 2,985 22,397 407 22,804 △397 22,407

セグメント利益 2,164 260 2,425 39 2,464 △1,396 1,067

（注）１　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、物品の小売・自動車部品の物流・

梱包等のサービス等を含んでおります。

２　セグメント利益の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との調整額△1,396百万円は、主に全社費用

（主に報告セグメントに帰属しない一般管理費）となっております。

 

２　報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年６月30日）

１　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：百万円）

 報告セグメント

その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額 

自動車部品
関連事業

自動車製造
用設備関連
事業

計

売上高        

外部顧客への売上高 20,357 3,743 24,101 46 24,148 － 24,148

セグメント間の内部売

上高又は振替高
－ 40 40 349 390 △390 －

計 20,357 3,784 24,142 396 24,538 △390 24,148

セグメント利益 2,079 454 2,533 36 2,570 △1,398 1,171

（注）１　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、物品の小売・自動車部品の物流・

梱包等のサービス等を含んでおります。

２　セグメント利益の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との調整額△1,398百万円は、主に全社費用

（主に報告セグメントに帰属しない一般管理費）となっております。

 

２　報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の

基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第１四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年６月30日）

(1）１株当たり四半期純利益金額 29.81円 27.52円

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（百万円） 846 787

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（百万円） 846 787

普通株式の期中平均株式数（株） 28,402,193 28,612,061

(2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 29.60円 27.50円

（算定上の基礎）   

四半期純利益調整額（百万円） － －

普通株式増加数（株） 202,629 21,663

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

－ －

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成26年８月８日

大豊工業株式会社

取　締　役　会　御　中

 

あ ら た 監 査 法 人

 

 
指 定 社 員
業務執行社員

 公認会計士 戸　田　　　栄

 

 
指 定 社 員
業務執行社員

 公認会計士 市　原　順　二

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている大豊工業株式会

社の平成26年４月１日から平成27年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成26年４月１日から平成

26年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成26年４月１日から平成26年６月30日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、大豊工業株式会社及び連結子会社の平成26年６月30日現在の財政状態

及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要

な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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